
２年 道徳学習指導案 
                                    
１ 主題構成表 
 主題名 働くことのよさを感じて      資料名 のぶくんはポスターがかり（出典：文渓堂） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ﾅ 
 
 
 
 
 
 
 

 

■ねらい   
のぶくんの自分の仕事が周りの人を楽しませていることを知った姿を考えることで、みんなの役に

立っているということや、自分や周りの人の喜びになっているということに気付き、進んでみんなの

ために働こうとする心情を育てる。 

■資料の分析 
・主人公「のぶくん」は、係決

めの時に，やりたい人が少な
かったこともあり、何となく
ポスター係になってしまう。
大好きな虫の絵を描けるこ
ともあり始めは頑張るが、し
ばらくすると，仕事を忘れて
しまい、まさとくんの言葉を
聞いてはっとする。そこで、
カマキリのポスターを一生
懸命に描き、友達や先生に褒
めてもらうという話である。 

・「のぶくんの新しい虫のポス
ターたのしみにしているん
だけどなあ。」と言うまさと
くんの言葉を聞いて、はっと
する主人公。しばらく仕事を
忘れていた自分に気付かせ、
主人公の弱さに共感するこ
とができる。どうしようか迷
いながらも新しいポスター
を描こうと決意する主人公
の心の動きを考えさせたい。 

・一生懸命に描き上げたカマキ
リのポスターを見て，友達や
先生が言った言葉を聞いた
時の主人公の喜びや成就感，
働くことの喜びに気付くの
である。 

■内容項目低 Ｃ－(12) 勤労・公共の精神 
（低）働くことのよさを知り、みんなのた

めに働くこと。 

（中）働くことのよさを知り、進んでみん

なのために働くこと。 

■価値の分析 
・働くことのよさとは、人の役に立ち、一

生懸命働くことで自分自身も喜びを味わ
うことである。 

・この段階の児童は、何事にも興味をもっ
て生き生きと活動している。低学年にお
ける「働くことのよさ」には次のような
発達段階があると考える。 

➀集団の中で，自分の役割が位置づけられ
ることから感じる喜び。 

②自分の仕事に対して，他者からの励まし
や称賛を受けることから感じる喜び。 
２年生では，学校や家庭で働くことを体
験させることが必要である。働くことの
よさや喜びを感じ，さらに次の段階の継
続してやり続けることの喜びにつながっ
ていくものと考える。 

・指導に当たっては、学級の掃除や給食な
どの当番活動、学級生活の充実に向けた
係活動や日直の仕事などある。それぞれ
の場や時間において仕事の内容は違う
が、自分の仕事としてとらえ、仕事内容
を理解して活動することが必要である。
みんなのために役立とうとする意欲や態
度に結びつけていくことが求められる。 

■内容項目から見

た児童の実態（意

識） 
・自分の仕事なので

一生懸命働くこ
とができる。ま
た、自分の仕事を
することでほめ
てもらって楽し
くなってきた。 

・係の仕事は面倒
だ。もっと遊びた
い。 

 
■要因 
・遊びに夢中になっ 
たり、仕事にあき 
てしまったりして 
仕事を忘れてしま 
うことがある。 

・自分の仕事がみん 
なの役に立ってい 
たり、自分の喜び 
につながったりす 
るという価値への 
理解が不足してい 
る。 

・面倒なことでもや 
りきって満足感を 
得た経験が不足し 
ている。 

■他の教育活動との関連 
 
 ■本時 

「のぶくんは
ポスターがか
り」 

■事後 帰りの会〈よいこと見つけ〉 
・係活動や当番活動でできるようになった事

ややってよかった事をカードに記入する
ようにする。 

・友達から励まされたり認められたりしたこ
とで、仕事に対して積極的になった経験を
紹介していく。 

■事前 日常生活 
・１年生を迎える会やふれあ

いの会での準備や係分担で
の経験を振り返らせる。 

・係活動や当番活動でできる
ようになったことや、やっ
てよかった姿がある。 

■「私たちの道徳」の活用（授業前・授業中・授業後） 
（活用の仕方）「はたらくことのよさをいかして」（Ｐ133）を展開後段で紹介し、授業後の生活に生か
す。 



２ 学習指導過程                           

 

基本発問と予想される児童の反応 指導・援助  

導 

入 

◇過去に経験した係活動や当番活動について想起する。 
○今までやってきた係の活動や当番の仕事にはどのよ 
うなものがありましたか。 

  ・図書係です。 
  ・掃除当番で教室の床ふきをしました。 

 
・自分の経験してきた係活動や当番活
動を想起させ，本時のねらいとする
価値への方向付けをする。 

・係活動や当番活動の一覧を準備する。 

展 
 

開 
 

前 
 

段 

◇範読を聞き，主人公の気持ちや行動について，話し合
う。  
○のぶくんは，ポスターがかりに手を挙げたとき，ど

んな気持ちだったでしょう。 
  ・やりたい人が少なかったからやってみようかな。 
  ・他にやりたい係がないから，ポスター係でもいい

かな。 
  ・大好きな虫の絵が描けるならやってみようかな。 
  ・ポスターを書いてみんなに虫のことを教えてあげ

たいな。 
  ・最後まで頑張ってしごとをしたいな。 
 
◎まさとくんに「のぶくんの新しい虫のポスターたの

しみにしているんだけれどなあ。」と言われてはっ
としたのぶくんは，どんな気持ちだったでしょう。 

  ・しまった，描くのを忘れていた。 
  ・始めは，虫を描くのが楽かったけど，めんどうに

なってしまった。 

  ・まさとくんが楽しみにしてくれているから，ポス
ターを描こう。 

  ・楽しみにしてくれているなんてうれしいなあ。新
らしい虫の絵を描こう。 

  ・どんな虫の絵を描いたらまさとくんやみんなは喜
んでくれるだろうなあ。 

  ・ようし，頑張って描こう。 
 
○のぶくんは，カマキリのポスターをみんなと笑顔で

ながめていた時，どんな気持ちだったでしょう。 
  ・先生やのぶくんにほめられてうれしいなあ。 
  ・頑張って描いてよかった。 
  ・これからは，忘れずにポスターを描こう。 
  ・描くのは大変だったけど，やってよかった。 

深めの発問 
ポスターを２、３枚描いたから、ポスター係の仕
事はもういいのではありませんか。 

 
 
・登場人物を紹介し，主人公「のぶく
ん」の気持ちになって話を聞くよう
に指示をする。 

・のぶくんが手を挙げた時の気持ちに
なって，手を挙げさせる。 

・ポスター係になった動機と当初の気
持ちを考えさせる。 

・低い価値から高い価値までの意見を
多様に取り上げ，板書に位置付ける。 

 
 
・ずいぶん前に描いたクワガタのポス
ターを見るまさとくんの残念そうな
様子の場面絵を提示することで，主
人公の気持ちを考えやすくする。 

・のぶくんの困った顔を見て考えさせ
る。 

・まさとくんがのぶくんの絵をずっと
楽しみに待っていてくれたことに気
付かせる。 

・役割演技をし、のぶくんの気持ちに
共感させる。 

 
 
 
・まさとくんのことを考えて色を塗っ
ていたのぶくんの気持ちについても
触れていきたい。 

 
 
・主人公の描いたポスターを観て喜ぶ，

先生やまさとくんやみんなの様子を
場面絵で示し，主人公の心情をとら
えやすくする。 

・まさとくんだけでなく，みんなにも
喜んでもらえた主人公の気持ちをさ
らに考えさせたい。 

展
開
後
段 

◇自分の生活を振り返る。 
 ○係や当番の仕事をしてみんなの役に立ってよかっ

たと思った のはどんな時ですか。 
  ・掃除をした後「きれいで気持ちがいい。」と言わ

れた時。 ・「私たちの道徳」(P133)の取り組み表
を紹介し、意欲付けをする。 

・係活動で，みんなのために働いてよ
かった事を発表する。 

〈変容の見届け〉 
最後までやりきることの大切さ 

に気付いた自己を振り返らせる。 

終
末 

◇児童の姿を紹介する。 
・仕事をがんばっている写真を見せて，よさを広げる。 

・頑張って仕事をしている友達を認め
励ましていこうとする気持ちを育て
る。 

 


